
部門：まちづくり［作品］／市区町村名：宇部市（山口県）　

宇部市中心市街地街なか再生事業　中央三丁目地区
地域住宅計画奨励賞第3回

【応募理由】
　本事業は、宇部市中心市街地の活性化の取り組みの中で、行政・地元・専門家の連携により、
定住人口回復を主要コンセプトとして約 1.2ha の地区を事業化し、基盤整備と上物整備の連
動したまちづくりを行った。その結果、地区の定住人口は約 3 倍強となり、建替え促進によ
る防災性や居住環境の向上、協調的な景観形成、シャッター通りだった商店街の再編等が進み、
周辺への波及効果も見せ始めている。このことは、宇部市のみならず全国の衰退の進む中心
市街地における活性化の取り組みのひとつの可能性を提示していると言える。

【作品または活動の概要】
○基盤整備事業
事業主体：宇部市、区域面積：約 1.2ha、事業制度：都市再生区画整理事業 ( 街なか再生型 )、
概要：土地区画整理事業による基盤再編 ( 既存街路の整備と歩行者専用道路・街角広場の創出、
上物計画に対する権利者意向の換地への反映による共同建替え用地への集約換地 )、区画道路

整備 452m、広場整備 757 ㎡、電柱地中化 2 路線 (198m)
○上物整備事業
事業主体：各地権者、事業制度：宇部市借上型市営住宅制度・優良建築物等整備事業・21 世
紀年居住緊急促進事業、従前建物数：58 棟、建替え棟数：19 棟 ( うち共同建替え事業 5 棟 )、
供給借上住宅戸数：5 棟 72 戸、人口：約 200 人 ( 従前 66 人 )

【作品または活動の特色】
○衰退した既成市街地の生活都市としての再生－定住人口の回復－老朽住宅の建替えと借上
市営住宅の供給
○基盤整備 ( 区画整理 ) と上物整備 ( 民間建替え ) の効果的な連動
○協調的な景観形成誘導 ( 街づくり協定、街づくり相談室、宇部設計連合 )
○地域由来の素材 ( 宇部の桃色レンガ・中国地方の石州瓦 ) を用いた、地域固有の魅力ある街
並みづくり
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